
表現することを楽しむ

保育の振り返り

音楽会に向けて、いろいろな楽器をホールに出しました。年中組の保育室にもいろいろと楽器を用意しています。太鼓、和太鼓、種類や形も
様々です。楽器遊びを十分に楽しむことを大切にしています。初めて触れる楽器も沢山あり、また楽器の名前を聞いても？？という子が多かっ
たので、その都度伝えたり触れてみた事で「この音好きだな」「大きい音がするから何だか怖いな」「大きな音がしたけど好きになったよ」と
いうみんなの気持ちを沢山伝え合ってきました。また、ののさまアートの中で自然物を使った楽器作りや遊びを楽しんだ日もありました。どん
ぐり、松ぼっくりや葉っぱのをこすれる音、段ボールを叩いてみた音。いろいろな音に気づきました。楽器だけではなく、身近にある音でも遊
んでみました。いろいろな物が合わさることで、様々な音となっていく面白さも感じながら、子ども達と一緒に自分の担当の楽器を、しっかり
叩き音を出すことも大切にしてきました。そういう活動を通して、子ども達は頑張りすぎると手が痛くなることや、弱いと音が聞こえなかった
りすることを知り、どうしたらいいのか？と力の入れ加減の難しさも感じました。歌も保育室では、大きく聞こえるけど、ホールで歌ってみる
と、元気がないように聞こえてしまうので、私は「元気な声で歌うよ」と伝えていましたが、子ども達には上手く伝わらなかったので、保育室
にも貼ってある声の大きさのイラストのように、声は「ライオンさんだね」と伝えたところ、分かりやすかったようでみんなで確認しあってい
ます。当日は、見てもらうことにドキドキも感じてしまうと思いますが、毎日少しづつ楽器に触れて楽しみました。繰り返し、みんなで取り組
むことで、自分の力でしてみようとする気持ちが見られています。楽器遊びで、音楽が鳴り出すと、どの子も思い思いに楽器で遊んでいく姿が
見られていること、言葉では誘い合わなくても、友達や保育者と一緒に楽しめていたと感じています。

音楽会当日も、嬉しそうな、そういう姿が見られたらいいなと思っています。

（健康な心と体、豊かな感性と表現、言葉による伝え合い、道徳性・規範意識の芽生え・自立心、社会生活との関わり、思考力の芽生え）

対象：4歳児 きく組
作成者 進藤早苗
作成日2021年12月13日(月)

保育のねらい:友達と一緒に、興味のある楽器に触れたり、音をしっかりと叩いてだす。


